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はじめにⅠ

ダイオキシン類対策特別措置法に基づき，平成12

年度から土壌の常時監視調査が実施されることに

なった。この調査で得られた土壌のダイオキシン類

濃度から，県内の土壌中のダイオキシン類濃度の状

況を把握し，含水率や強熱減量等の調査項目からダ

イオキシン類濃度と関連の深い項目を調べるととも

に，残留農薬由来の異性体との関係や各異性体の構

成比率のパターンによる分類分け等について検討し

た。

また，発生源周辺土壌については，最大着地濃度

発生地点において一般廃棄物焼却炉の排出するダイ

オキシン類が土壌に及ぼす影響を調べ汚染の実態を

把握しようと試みたので報告する。

調査方法Ⅱ

１ 調査期間

平成12年９月～平成13年３月

２ 調査地点

県内合計 49地点

一般環境土壌 38地点（県内３ メッシュ188km

地点を５年に１回１巡する。(高松市を除く）)

発生源周辺土壌 11地点（廃棄物焼却炉から

の最大着地濃度発生地点）

３ 測定方法および分析方法

告示（平成11年環境庁告示第68号）

ダイオキシン類に係る土壌調査測定マニュアル

（平成12年環水土第12号）

調査結果Ⅲ

１ 土壌中のダイオキシン類濃度の状況

平成12年度土壌調査の結果を表１に示す。香

pg-TEQ g川県49地点の濃度は0.00055～9.0 /

（平均値1.2 / ）で，全国3031地点の濃pg-TEQ g

度0～1200 / （平均値6.9 / ）のpg-TEQ g pg-TEQ g

範囲内であった。土壌環境基準（基準値：1000

１)表１ 土壌中のダイオキシン類濃度（平成12年度）

毒性等量（ ) 香川県 全 国TEQ
( / ) ＝49 ＝3031pg-TEQ g n n

平 均 値 1.2 6.9
最 小 値 0.00055 0
最 大 値 9.0 1200

環境部 廃棄物対策課*

香川県環境保健研究センター所報 創刊号（2002）



－111－

香川県環境保健研究センター所報 創刊号（2002）

/ 以下）を超過した地点は県内にはなpg-TEQ g

かった。

２ ダイオキシン類濃度の分布

図１に示したように，ダイオキシン類濃度が

1.0 / 以下のものが36地点（約73％）をpg-TEQ g

占めており，全国の平均値より高いものは２地

点であった。

３ ダイオキシン類濃度と各項目との相関

表２及び図２に示すように と実測濃度とTEQ

の間の相関係数Ｒは0.8535で有意の相関（危険

率0.01）が認められ，含水率と実測濃度，強熱

減量と実測濃度及び ともそれぞれ有意の相TEQ

関が認められた。

強熱減量は有機物の指標とされているが，今

回の結果は，有機物が多いとダイオキシン類の

濃度が高い傾向があるという報告 と一致した。２)

４ / 全実測濃度と農薬由来PCDDs PCDFs
の異性体濃度との相関

4 は残留農薬の 由来， 8 は残T CDDs CNP O CDD

留農薬の 由来とされている 。そこで，PCP ３)

/ 全実測濃度と農薬由来の各異性PCDDs PCDFs

O体濃度との相関を調べてみると，実測濃度と

8 との間の相関係数Ｒは土壌全体が0.9949，CDD

一般環境土壌が0.9959，発生源周辺土壌が0.9947

Tで有意の相関（危険率0.01）が認められた。

4 との相関は，土壌全体では相関係数ＲがCDFs

0.5349で有意の相関（危険率0.01）が認められ

た。（表３，図３参照）

8 濃度は / 全実測濃度の約O CDD PCDDs PCDFs

60％を占めており，これが 8 濃度が高いO CDD

ほど / 全実測濃度も高い理由の一PCDDs PCDFs

つと考えられる。

図１ ダイオキシン類濃度分布

表２ ダイオキシン類濃度と各項目との相関係数 n＝49

含 水 率 強熱減量 実測濃度
相 関 係 数

(％) (％) ( / )pg g

TEQ pg-TEQ g ** **（ / ) 0.3249 0.5605 0.8535

pg g ** **実測濃度（ / ) 0.3953 0.6663

：危険率0.01**
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図２ ダイオキシン類濃度と各項目との相関

ダイオキシン類毒性等量と含水率との相関　n=49
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表３ / 全実測濃度と農薬由来の異性体濃度との相関係数PCDDs PCDFs

T CDDs O CDD T CDFs4 8 4
( / ) ( / ) ( / )pg g pg g pg g

n ** **土壌全体 ＝49 0.3193 0.9949 0.5349
一般環境土壌 ＝38 0.0803 0.9959 0.3910n **
発生源周辺土壌 ＝11 0.4602 0.9947 0.7117n **

：危険率0.01％**

全体 ｎ＝49 一般環境土壌 ｎ＝38 発生源周辺土壌 ｎ＝11

図３ / 全実測濃度と農薬由来の異性体濃度との相関PCDDs PCDFs

実測濃度とT4CDDsとの相関　n=49
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５ 一般環境土壌と発生源周辺土壌のダイ

オキシン類実測濃度の比較

表４に示すように， / 及びPCDDs PCDFs

全実測濃度ともに，平均値は発生源周Co-PCB

辺土壌のほうが高かった。

６ 一般環境土壌と発生源周辺土壌の異性

体構成比率の比較

PCDDダイオキシン類の異性体構成比率は，

/ ， それぞれについての総実測s PCDFs Co-PCB

濃度に対する / 及び の各異PCDDs PCDFs Co-PCB

性体濃度の比率で表した。

環境中のダイオキシン類の発生源の主なもの

として，農薬や殺虫剤の製造過程で生成される

もの，ごみの燃焼過程で生成されるもの，残留
３)農薬由来のもの等があるといわれている。

PCDDs PCDFs O CDD図４に示すように， / は 8

が最も多く，次に 4 となっており残留農T CDDs

薬由来のものが多いことがわかる。

は＃118が最も多く，次に＃105とCo-PCB

なっており，これは一般的な 製品の異性体PCB

構成パターン（＃118：50％，＃105：20％，そ

の他：10％未満） とほぼ一致することから，４)

これらの揮散による影響と思われる。

一般環境土壌と発生源周辺土壌との差は，

/ ， ともにあまりみられなPCDDs PCDFs Co-PCB

かった。

７ 異性体構成比率による分類

/ の異性体構成比率を，農薬由PCDDs PCDFs

来の異性体の特徴から図５に示すようにＡ～Ｄ

の４種類のパターンに分類した。パターンＢが

最も多く全体の約43％を占め，次にＡ，Ｃがそ

れぞれ約26.5％で，Ｄは約4％であった。

環境質別（環境大気，河川水，地下水，海水，

底質，土壌）に異性体構成比率のパターンがあ

ることが報告 されており，これと比較すると，５)

Ａは土壌タイプであるが，Ｂは河川水，Ｃは地

下水に似ており，Ｄは類似するタイプがなかっ

た。Ａ，Ｂは残留農薬由来のものが多いが，Ｃ，

Ｄは がＡ，Ｂより多いことから焼却系発PCDFs

生源からの影響も考えられる。

の異性体構成比率についても同様にCo-PCB

分類しようと試みたが， / のようPCDDs PCDFs

な特徴はみられなかった。

表４ 一般環境土壌と発生源周辺土壌のダイオキシン類実測濃度の比較

実 測 濃 度（ / ）pg g

PCDDs PCDFs Co-PCB/

一般環境土壌 ＝38 平均値 582 51n
最小値 7.4 0.26
最大値 3300 820

発生源周辺土壌 ＝11 平均値 722 103n
最小値 100 5.7
最大値 2500 730
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図４ 一般環境土壌と発生源周辺土壌の異性体構成比率の比較

一般環境土壌のPCDDs/PCDFsの構成比率 n=38
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発生源周辺土壌のCo-PCB構成比率 n=11
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８ 一般環境土壌，発生源周辺土壌別の異

性体構成比率

表５に示すように，一般環境土壌では，パ

ターンＢが38地点中18地点で全体の約47％を占

めているのに対し，発生源周辺土壌ではＡが11

地点中の約45％を占めており，両者の異性体構

成比率のパターンに違いがみられた。

９ 廃棄物焼却炉の排ガス等のダイオキシ

ン類実測濃度と最大着地点における土壌

中のダイオキシン類実測濃度との相関

表６に示すように，廃棄物焼却炉の排ガスの

ダイオキシン類実測濃度と最大着地点における

土壌中のダイオキシン類実測濃度との相関は

/ が相関係数Ｒ＝0.6155（危険率PCDDs PCDFs

0.05）， が相関係数Ｒ＝0.6762（危険Co-PCB

率0.05）で有意の相関が認められた。

また，土壌中の 実測濃度とばいじんCo-PCB

の実測濃度に相関係数Ｒ＝0.8803（危険率0.01)，

実測濃度と焼却灰の実測濃度に相関係Co-PCB

数Ｒ＝0.6312（危険率0.05）で有意の相関が認

められた。発生源からの距離との相関は認めら

れなかった。

異性体構成比率のパターンを 一般的な焼却

施設のパターン（ が主成分， はPCDFs Co-PCB

＃118と＃77が高い ）と比較すると，一般環５)

境土壌と比べて や＃77がやや高いものがPCDFs

あり，発生源の影響を多少は受けている可能性

があると思われる。
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図５ 各分類別の異性体構成比率図

PCDDs PCDFs/

Ａ： 8 が75％以上O CDD

Ｂ： 8 が75％未満で 4 が２番目に高く，他の異性体の合計が35％未満O CDD T CDDs

Ｃ： 8 と 4 を除く他の異性体の合計が35％以上O CDD T CDDs

Ｄ： 4 が１番目に高く，２番目に 8 が高いT CDDs O CDD

表５ 一般環境土壌，発生源周辺土壌のパターン別地点数

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 計

一般環境土壌 8 18 10 2 38
発生源周辺土壌 5 3 3 0 11

PCDDs/PCDFs構成比率　パターン Ａ　(n=13)
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PCDDs/PCDFs構成比率　パターン Ｂ　(n=21)
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PCDDs/PCDFs構成比率　パターン Ｃ　(n=13)
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PCDDs/PCDFs構成比率　パターン Ｄ　(n=2)
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表６ 廃棄物焼却炉の排ガス等のダイオキシン類実測濃度と最大着地点における

土壌中のダイオキシン類実測濃度との相関係数

廃棄物焼却炉のダイオキシン類実測濃度
発生源からの距離

最大着地点における 排 ガ ス ばいじん 焼 却 灰
土壌中の実測濃度 ( / ) ( / ) ( / ) ( / ) ( )pg g ng m N pg g pg g m3

＝13 ＝11 ＝12 ＝13n n n n

/ 0.6155 －0.1231 0.4810 －0.4356PCDDs PCDFs *

0.6762 0.8803 0.6312 －0.4566Co-PCB * ** *

：危険率0.05％*

：危険率0.01％**

排ガス等の測定日と土壌の採取日が異なって

いること，土壌の採取地点が必ずしも最大着地

点ではないこと等から発生源の影響をみるのは

難しいが，今回調査した焼却炉のように排ガス

濃度が基準値よりも低い所では，発生源の影響

をそれほど受けていないことがわかった。

まとめⅣ

１．平成12年度土壌調査の結果，県内のダイオキ

シン類濃度は環境基準を超過する地点もなく，

全国の結果と比較しても低いレベルであった。

２． とダイオキシン類実測濃度には有意の相TEQ

関が認められた。強熱減量は有機物の指標とさ

れているが，強熱減量と にも相関が認めらTEQ

れた。また， / 実測濃度と残留農PCDDs PCDFs

薬由来の異性体（ 8 ）の濃度にも有意のO CDD

相関が認められた。

３． / の異性体構成比率は農薬由来PCDDs PCDFs

の異性体である 8 ， 4 が高いことがO CDD T CDDs

わかった。農薬由来の異性体の特徴から異性体

構成比率をＡ～Ｄの４つのパターンに分類した

ところ，Ａ，Ｂは残留農薬由来のものが多く，

Ｃ，Ｄは焼却系発生源由来と思われる がPCDFs

Ａ，Ｂより多かった。

４．廃棄物焼却炉の最大着地点において，焼却炉

から排出されるダイオキシン類が周辺土壌に及

ぼす影響を検討した結果，発生源の影響を顕著

に受けているとは認められなかった。
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